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名古屋市腎友会主催の第 17 回市民公開講座
「噛む・話す・食べる力をまもる !! 今日からできる予防法 !!」 を開催しました。

愛腎協主催・透析患者のための災害対策セミナー
「人工透析と大規模災害について」を開催しました。

　2026 年２月１日 ( 日 )10 時～ 12 時、名古屋市都
市センター 14 階特別会議室 ( 名古屋市中区金山１丁
目 ) で NPO 法人名古屋市腎友会主催による「第 17 回
市民公開講座」が開催され、約 60 人余の市民の方に
参加して頂きました。
　講師は、名古屋共立病院・言語聴覚士の鈴木 勝先生
が担当されました。
　「嚙む・話す・食べる力をまもる !! 今日からできる予防法 !!」
の演題で、中でも高齢者のお口の元気が全身の元気に繋がると
して、オーラルフレイルによる「食べづらさ」、「話しづらさ」
に対し、そのチェック方法や予防法について参加者の皆さんは、
楽しく学ぶことが出来たようです。

　2026 年 2 月 8 日 ( 日 )13 時 30 分～ 15 時 30 分、名古屋市都
市センター 14 階特別会議室 ( 名古屋市中区金山１丁目 ) で愛腎協
主催の「透析患者のための災害対策セミナー」が開催されました。
　講師に愛知県透析医会災害事故対策委員長の伊藤 功先生 ( メ
ディカルサテライト名古屋院長、名古屋大学医学部学外講師 ) を迎
えて「人工透析と大規模災害について」の演題で、日本における地
震の特徴や災害のタイプ、特に「東南海地震」の発生周期に関す
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全国の透析患者総数は2024 年末現在で 33 万7,414 人。
３年連続して減少しました !!

　医療界の努力、患者会の尽力等によって 2021 年末から透析患者数は 34
万 9,700 人から３年連続して減少し、2024 年末は 33 万 7,414 人との調
査結果が発表されました。喜ばしいことですが、今ある透析患者の透析年数
がどんどん伸びて、長生きできるようになれば、更に喜ばしい結果となりま
す。頑張りましょう !

▲比較的高齢の市民とその家族が集まって熱心
　に楽しく鈴木先生の話を拝聴いたしました。

▲講演を行う鈴木　勝先生

▲愛知県透析医会
災害事故対策委員長の

伊藤 功先生

次のページに続きます。
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◎３月 19 日 ( 木 ) 第 55 次国会請願 (10 時～ 15 時　東京・参議院議員会館　講堂 )
◎ 3 月 22 日 ( 日 ) 第 3 回愛腎協理事会・第 3 回本部長会議同時開催
　　　　　　　　　(13 時 30 分～ 16 時 愛知県白壁庁舎 5 階県会議室 )
◎ 3 月 29 日 ( 日 ) 西三河本部 2025 年度総会 (10 時～ 12 時 安城市福祉総合会館会議室 )
◎ 3 月 29 日 ( 日 ) 尾張本部会議 (14 時～ 15 時 30 分 江南市布袋ふれあい会館第 1 会議室 )
◎ 3 月 29 日 ( 日 ) 東尾張本部会議 (10 時～ 12 時 春日井市総合福祉センター第 2 集会室 )

活
動
予
定

　2026 年 2 月 10 日 ( 火 )13 時から「NPO 法人愛知
県難病団体連合会」による愛知県への要望活動、続い
て 14 時から名古屋市への要望活動があり、愛腎協も
参加しました。当会が愛難連の会員でもあり、また当
会の下前副会長が愛難連理事長でもあることから、愛
難連への積極的な支援を継続しています。

　2026 年２月 19 日 ( 木 )10 時～ 10 時 40 分、愛腎
協と名古屋市腎友会は、災害対策セミナーで愛知県透
析医会から伊藤 功先生を講師として派遣して頂いたお
礼と、愛知県透析医会が愛知県と一緒に立ち上げた「愛
知県災害対策協議会」で愛知県でも「DIEMAS( ディー
マス）：緊急時透析情報共有マッピングシステム )」の
導入が決まり、後日導入詳細について稲熊大城先生より愛腎協役員への説明会が持
たれることになりました。

愛難連の愛知県と名古屋市への陳情要望活動に愛腎協も応援参加

愛知県透析医会会長の稲熊大城先生 ( ばんたね病院副院長 ) を
訪問・懇談し、愛腎協とのより緊密な情報連携をお願いしました。

る研究や予測、地域ごとの被害の可能性とその備えに
ついて述べられました。
　1995 年 1 月に起きた「阪神淡路大震災」や 2011
年 3 月の「東日本大震災」、2024 年１月の「能登半
島地震」といった過去の災害事例も挙げ、透析医療現
場での困難や救済体制（自助・共助・公助）の必要性
を強調。データや調査を基に、自治体・医療機関の協
力体制、災害時の搬送や確保すべき物資、患者支援の
工夫なども具体的に紹介されました。
　さらに、これからの人口動態の変化や高齢化、新た
な災害リスクにも触れ、今後の対応策と課題について
提言がなされました。

▲稲熊大城先生と患者会との懇談の様子

▲愛知県・名古屋市との陳情要望会議の様子

▲災害対策セミナー会場の様子

▲講演スライドの一つ「愛知県透析医会災害時
　透析情報ネットワーク」の説明

前のページに続きです。


